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を得た｡①延髄の孤束核及び後顔面神経核周囲の
網樵体 (BOtzingercomplex,以下 BOT と略)
の刺激で噛吐が起こる｡ ②腹部迷走神経刺激によ
り引き起こした曜吐運動は孤束核の切断で消失す
る｡③孤束核の刺激で起こした唱吐運動はBOTの
破壊で消失する｡ 従って,曜吐運動の pattern
generatorは BOTに存在し,孤束核は唱吐に関
与する迷走神経の情報を伝達しているものという
仮説をたてた｡
次に,この仮説を立証するため,まず迷走神経
の入力を受ける孤束核 とBOTのニューロンの嶋
吐中の活動を検討した｡孤束核のニューロンは迷
走神経の刺激によって活動は増加するものの,引
き起こされたリズミックな堰吐運動に全 く影響を
受けなかった｡また化学受容器引金帯を含む第4
脳室にapomorphineやglutamateを投与すると,
これらのニューロンには自発活動の増加が認めら
れた｡さらにこれらのニューロンの一部のものの
軸索は,BOTに投射していることも生理学的手法
により確かめた｡それに対して,BOTのニューロ
ンには,迷走神経刺激による唱吐に先行して活動
頻度を徐々に増加し,いったん堰吐が起こるとそ
のリズムに同期して高頻度(約250Hz)の群発射を
示すものと,逆に堰吐に同期して抑制されるもの
が混在していた｡
これらの結果は,BOTの細胞が嶋吐のpattern
generatorとして活動している可能性を強く示唆
しているものと考えられる｡
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第22回岡山実験動物研究会
平成 3年11月30日出午後 1時30分からまきび会
館において開催された｡
はじめに,会長の田坂賢二教授から開会の御挨
拶があった｡この挨拶の中で,それぞれの分野で
御活躍されている2名の講師の先生方をお招きし
たこと,また講師の一人である猪貴義先生,本研
究会の創設者が来春定年退官を迎えられることな
どがお話された｡その後,直ちに特別講演に移っ
た｡
特別講演(1)は ｢動物の子育てについて｣と題し
て広島市安佐動物公園の福本幸夫先生が講演され
た｡この司会は湯原正高先生 (岡山大学･農学部)
が担当された｡
特別講演(1)の終了後,約20分間休憩をとった｡
休憩後,事務局から会務報告があった｡その内答
を要約すると,Q)猪貴義教授を名誉会月に推挙す
ること,(卦次期 (第23回)の研究会を岡山県総合
畜産センターで開催予定であること,などであっ
た｡
会務報告後,特別講演 (2題)を続行した｡特
別講演(2)は ｢今注目をあびている実験動物 '●スン
クス'について｣と題して東京大学薬学部の松木
則夫先生が講演された｡この司会は片山泰人先生
(岡山大 ･医学部)が担当された｡
特別講演(3)は ｢ヒト疾患モデル動物の開発｣と
題して岡山大学農学部の猪貴義先生が講演された｡
この司会は田坂賢二先生 (岡山大 ･薬学部)が担
当された｡
特別講演終了後,猪貴義先生に対して名誉会員
の称号を授与する表彰式が行なわれた｡岡山実験
動物研究会の発展に貢献された御功績に対して,
会長の田:坂賢二先生から猪貴義先生に表彰状と記
念品が贈呈された｡
会には80名以上の参加者があり,盛会のうちに
終了した｡会終了後,懇親会が同会場で開かれ,
なごやかな雰囲気の中で親睦を深めた｡
上記の特別講演の要旨は以下に示した｡
特別講演 (1)
動物の子育てについて
福 本 幸 夫
(広島市安佐動物公園)
現在,安佐動物公園にはお ､よそ150種,1,300
頭の動物が飼育され,一般に供覧されている｡
これらの内,大型動物は飼育室の大きさなどの
環境によりス トレスに成り易 く,同じ所を行った
り来たりする行動を示すことが知られている｡ ゴ
リラに段ボール箱を与えると,これと遊ぶことに
よりストレスから解放され,情動的にも安定する
ことから,毎 日段ボール箱の様な遊び道具を与え
ている.一方,サルには,高い先の尖った岩山を
作ることにより群の安定化をはかっている｡
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これら以外に,現在,金網でモグラの飼育装置
を作製し,モグラの飼育観察を行っている｡
特別講演 (2)
今注目をあびている実験動物 t■スンクス'につい
て
松 木 則 夫
(東京大学薬学部薬品作用学)
スンクスは食虫目トガリネズミ科ジャコウネズ
ミ属に属する小型哨乳動物であり,霊長目の近縁
であることから,わが国で実験動物化がすすめら
れている｡
スンクスはネズミ等の音菌類とは異なり,ヒト,
サル等と同様の唯吐反応があり,堰吐の研究や鎮
吐薬の開発に有用な動物である｡また動揺病の研
究にも有用であり,抗ヒスタミン剤投与により予
防できる｡
一方,単に絶食させることにより容易に脂肪肝
になり,この脂肪肝は可逆性であり,摂食により
消失することが知られており,新しいタイプの肝
障害モデルとして有用であることが示唆されてい
る｡
さらに,心不全,気管支噌息,生体防御機構(免
疫系を含む),ストレス負荷などのモデル動物とし
て有用であると考えられ,研究がなされている｡
特別講演 (3)
ヒト疾患モデル動物の開発
猪 貴 義
(岡山大学農学部)
ライフサイエンス研究の発展に伴い,動物実験,
実験動物の重要性が増大している｡特に医学の研
究分野ではヒト疾患モデル動物の病態の解明から,
ヒト疾患の原因,発病機構,治療予防についての
究明が可能であるとすれば,ヒト疾患モデル動物
の果す役割は極めて大きい｡まず,わが国におけ
る疾患モデル動物維持の現状を明らかにする｡ つ
ぎに岡山大学農学部家畜育種学教室で10年以上に
わたって取り上げられているアロキサン誘発糖尿
病について紹介する｡ アロキサン誘発糖尿病はア
ロキサンによって膵臓のラ氏島B細胞が選択的に
破壊されることによって発症するものである｡ 当
教室ではICR系マウスを選抜基礎集団として,ア
ロキサン誘発糖尿病の高発症および低発症-の2
方向に選抜育種を行なった｡選抜20世代ではアロ
キサン誘発糖尿病発症率は高発症系 (ALS系)で
98.9%,低発症系 (ALR系)で0%となり,明ら
かにアロキサンに対して感受性を異にする2系統
が確立された｡さらにこれらの系統に肥満遺伝子
として知られているAγ遺伝子を導入してCongenic
strainとして作出したALS-Ay系およびALRIAy
系がどのような生理的,病理的特性をもつかを明
らかにした｡これまでの研究によって,ALS系お
よび ALR系はアロキサンによって誘発される実
験的糖尿病のモデルとして,ALS-Ay 系および
ALRIAy系は自然発症糖尿病モデル動物として,
今後活用されるものとみられる｡
